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最先端技術で 
介護の現場が変わる 
 
新しい産業革命が今、起こっ

ています。ＩＴ（情報技術）の進

歩や労働力の需給の逼迫
ひ っ ぱ く

に

よって、仕事の質が大きくかわ

っていきます。我が国は介護

負担を軽減するロボットスーツ

やアルツハイマー薬の開発で

世界をリードしています。世界

で起こり得るさまざまな社会問

題を、最先端技術を開発する

ことや、社会の仕組みを作り

かえることで解決し、新しい国

家モデルを提起することは、

世界への大きな貢献です。 

 
介護の負担を大きく軽減できる 

日本のロボット技術と医薬開発  

情報関連の技術は日々目覚ましい

勢いで進歩を遂げています。国会の

本会議や委員会での議事録も数年前

から音声自動入力で作成されていま

すし、将棋のプロ棋士もパソコンに

負けるようになりました。東京オリ

ンピックが開催される２０２０年代

になると翻訳や通訳、医療診断など

も自動化されるでしょう。政治家も

そのような時代の変化を見据えなが

ら政策を考えていかなければなりま

せん。そのために私は常に最先端研

究を行なっている研究所や企業を訪

問しています。 

今回はロボットスーツに注目しま

した。これは骨格型や衣服型をして

いる、身に付けるロボットです。電 

 

 

 
力や空気圧によりモーターや人工筋

肉を動かすことで人間の手足の動き

をサポートするので、ロボットスー

ツを装着すれば、重い荷物でも簡単

に持つことができ、動きが不自由に

なっている手足でも動かすことがで

きます。 

 

 

 

 

 

 

  

そのため、介護や医療の現場、物

流業、サービス業などにロボットス

ーツを導入することによって人間の

肉体的な作業が軽減されるわけです。 

 

微弱な電流をとらえて 

ロボットが動く 

 このロボットスーツの分野で最先

端を走っているのが茨城県つくば市

のサイバーダインという企業です。

（社長は、筑波大学システム情報系

教授でもある山海嘉之氏） 

充電池で動くＨＡＬという名称の

ロボットスーツをすでに実用化して

おり、下肢タイプ（腰と両足に装着）

と腰補助タイプ（腰に装着）という

２機種が実用化されています。動く

仕組みはこうです。人間が手足を動

かそうとすると、その意思は脳から

筋肉への微弱な電流によって伝えら

れるのですが、この電流は人間の皮

膚表面にも出てきます。したがって

人間がＨＡＬを装着すれば、そのコ

ンピューターが皮膚表面の微弱な電

流をとらえてモーターを駆動させ、

人間の手足の動きを補助することが

できるのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＨＡＬは今、介護のリハビリ用に

約４００台がレンタルで貸し出され

ています。レンタル方式なのはロボ

ットスーツの進化は速いのでつねに

最新版を使ってもらうためです。脳    

梗塞や脳出血による障害が残ったら、

その患者にはリハビリを行なって回

復を図ってもらわなくてはなりませ

ん。ただし人間だけのリハビリには

強い意志が必要なために挫折してし

まう人も少なくないのですが、その

ときに力を発揮するのが、ロボット

スーツなのです。 

つまり、要介護者がＨＡＬを装着

すると両足を楽に動かせるので、要

介護者は強い意志がなくてもリハビ

リを続けられます。こうしてリハビ

リを続けていけば、そのうちＨＡＬ

を装着しなくても足が動かせるよう

になるわけです。それで寝たきりで

なくなって自活もできるようになり

ますから、家族の介護作業の負担ば

かりか、介護保険への国の財政負担

も軽減されていきます。 

ドイツの公的保険機関では、ＨＡ

Ｌを医療保険の対象にしているので

すが、これもＨＡＬによって寝たき

りを解消するとともに介護士の付き

添い費用なども減らせるため、財政

負担が軽くなるという判断からです。 

 

財政負担軽減と 

世界への貢献につながる 

 さらに介護に関連していえば、２

０１２年度には６５歳以上の要介護

認定者のうち認知症高齢者の割合は、

約６０％にも達しており、特に認知 
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１９５６年埼玉県生まれ。きたもと幼稚園、中丸小学校、北本
中学校、京華高等学校、早稲田大学法学部卒業。日本鋼管（現
ＪＦＥスチール）にて１４年間勤務。その後、ソニー生命にて
営業職を 5年間勤める。2000年 6月に民主党公募候補として
衆議院初当選。元内閣府副大臣。元総務副大臣。 大 島 あ つ し 

 

前衆議院議員 

の活動について報告します。 

 

家族を守る。平和を守る。  

 

サイバーダイン社を訪問して、医療・介
護用ロボットスーツの開発について意
見交換をしました。ロボットのような器
具を装着すると微弱な神経の信号を察
知して手や足を動かすことができるよ
うになります。介護をする人も要介護者
ご自身も負担が少なくなります。 

医療用ロボットは、手足を動かそうと
すると流れる微弱な電流を察知して手
足の動きを補助します。 
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症については日本の介護費用（２０

１２年度は 8.４兆円）のなかで特に

大きな比重を占めています。世界的

に見ても認知症の患者をケアするコ

ストは莫大です。国際アルツハイマ

ー病協会では「認知症のケアの世界

的コストは２０１０年の世界のＧＤ

Ｐの１％、６０４０億ドル（現レー

トで約７０兆円）を超える」として

います。 

したがってアルツハイマー予防・

治療の薬を日本で実用化できれば、

国内の介護のコストを劇的に下げら

れるばかりか、海外に対しても貢献 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

できるのですが、私が特に有望だと

感じているのが理化学研究所での研

究です。こうした薬が実用化されれ

ば認知症患者も劇的に減って介護の

負担も大幅に軽減されることになり

ます。 

こう見てくると、ロボットスーツ

活用による肉体の回復という側面と

アルツハイマー薬による脳の機能の

維持という側面において介護問題を

積極的にとらえることも出来るので

はないでしょうか。 

今や介護問題は日本やドイツだけ

ではなく世界共通の大きな問題にな

ってきています。日本がロボットス

ーツの技術とアルツハイマー薬の両

方を他の国々に提供していけば大き

な国際貢献になるのです。 

しかもそれは我が国の収益アップ

につながり、それだけ財政負担も軽

くできます。今後、介護を後ろ向き

にとらえるのではなく、介護関連の

技術と医薬を積極的に日本の産業競

争力アップにつなげるために、取り

組んでいきます。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

サラリーマンから政治家に 

大学卒業後、日本鋼管（現在のＪ

ＦＥスチール）に入社し、１４年間

製造業の社員として働いた後、３８

歳でソニー生命に転職し、５年間勤

務しました。 

北本から新宿まで電車で毎日通勤

していたのですが、偶然、政治面の

下のほうに「民主党が候補者を公募

している」という小さな記事が目に

留まりました。当時は日本経済にも

まだバブルの後遺症が残っており、

多くの企業がリストラを進めていま

した。サラリーマンには大変な時代

だったのです。私が書いた小論文も

「雇用対策」がテーマでした。翌２

０００年６月、民主党公認候補とし

て衆議院総選挙に立候補し、４３歳

の初挑戦で衆議院議員になることが

できたのです。 

私は公募というシステムによって

政治の世界に入ることになりました

が、そもそも普通に暮らしている人

のほとんどの方は政治家になろうと

は思わないでしょう。政治家を目指

す方は自己主張が極めて強い一方で

世の中を良くしたいという改革のエ

ネルギーを持った人が多く、政党が

議員を束ねるのは大変です。政党が

育つためには数々の試練を積み重ね

ながら互いの信頼関係を深め、個性

的な議員を束ねる知恵を蓄えて行く

必要があります。そうした政党同士

が切磋琢磨し、国民の信託を得て国

政を担うようになります。 

私が他党も含めて政治家間の合意

形成を図る際には会社生活でつちか

われた本音を見抜く能力と忍耐力が

大いに助けとなっており、かつてサ

ラリーマンとして仕事ができたこと

にいつも感謝しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

介護の現場を視察しています。介護者
の身体的な負担が大きいことや人手不
足が課題となっています。身体機能を
回復させる医療用ロボットの普及、保
険適用化には、高い期待が寄せられて
います。 

山中伸弥教授と今後の研究者の育成に
ついて意見交換を行いました。iPS細胞
研究所の取り組みについても話を伺い、
国家として最先端の研究をどのように
支援していくべきか認識を深めました。 

鉄鋼会社のサラリーマン時代に、研修で
製鉄所を訪れた新入社員と。（右端が大
島） 

立法府の役目は法律を作ることです。私
が中心となって議員提出法案を作成し
５法案を国会に提出しました。 
（行政改革実行法案、独法通則法改正
案、会社法改正案、国会法改正案、特定
秘密保護法改正案） 

ＮＨＫの報道番組「日曜討論」に出演し、
各党の論客と議論を交わしました。政策
や法律をわかりやすくお伝えするよう
努めています。 

 


